
基礎的な音楽的技能の効果的な指導法
-3年間継続した発声指導の効果の検証一
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要約：音楽科授業において，よりよい表現を求め，自分の思いが表現できたと感じさせるためには，基礎的な音楽的技能を

身につけることが重要である。そのため，効果的に技能を向上させる指導法の開発が必要とされる。なかでも，生徒にわか

りやすい発声の指導法の開発が重要で、ある。そこで3 手などの動作を取り入れた発声指導や，比喰的表現を用いたキーワー

ドによる発声指導等の効果の検証に焦点化し，継続して研究を推進している。

今年度の研究では，手などの動作を取り入れた発声指導や，比町会的表現を用いたキーワードによる発声指導などを継続す

ることは，生徒が発声方法を体得するのに効果的であるとともに，指導を3年間継続することによって定着し，知識として

の理解にむつながるとし、う結論を得た。
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I.はじめに

本校では，「小・中学校9年間の学びがつながる授

業づくりのあり方Jというテーマのもとで，小学校

から中学校への学びや育ちの円滑な移行とし、う課題に

応え，子どもたちの学びの質が高まるためにどのよう

な授業づくりを進めるのかを研究をしている。ここ

で言う「学びJとは生涯通して行われるものと捉え，

学びの連続性を重視している。これは音楽科の目標

である「音楽によって生活を明るく豊かなものにす

る態度を育てるJ-t学習指導要領1学年）， 喧涯にわー

たって音楽に親しんでいく態度を育てるJ（学習指導

要領2・3学年）とも通じている。そして，小学校

5・6学年および中学校1学年であるE期（本校研

究主題参照）においては，いわゆる中 1ギャップの

軽減も含めた授業展開に焦点をあてて研究を推進す

ることにした。また，中学校2・3学年であるE期

においては，「概念の深化をめざした授業構成と教材

の工夫Jに焦点をあて，思考力・判断力・表現力と

いった高次の学力を育成する授業づくりというテー

マで、研究を推進している。

音楽科で学習したことを社会や生活に直接的に活

かすことができたと実感するのは容易ではない。し

かし，そのことは生涯にわたって豊かに人生を送る

うえで有意義なことである。だからこそ，よりよい

表現を求め，自分の思いが表現できたと感じさせる

ことが不可欠と考えている。その基本的要件として

音楽的技能を身につけることは重要である。

Phillips （吉富ほか訳， 2007）は，「優れた歌唱の

ための基礎的なスキルが，思春期以前に確立されてい

なかったら，声の開発に関する教育プログラムを第

7学年（およそ中学1年）で始めるべきである。Jと

述べている。したがって，短時間で効果的に技能が

向上する指導法を開発すれば，授業時間数が少ない

中で，音楽的技能を用いてよりよい表現ができたと

の実感や達成感をより多くもたせることが出来ると
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そこで，本校音楽科においては，合唱における高

次の学力を育成する授業づくりをねらいとし，さら

に基礎的な音楽的技能を身につけさせることに視点

をおいて， E期.III期の両方の段階に通ずる授業構

成と教材の工夫について，基礎研究をすすめている。

n.研究の目的

合唱をっくりあげていくということは，作品に込

められた作詩・作曲者の思いを汲み取り，自分なり

に解釈し，歌声にして表現するということである。

この合唱をつくりあげていく一連の学習過程におい

ては，思考力・判断力・表現力のような高次の学力

が不可欠である。また，さらに言えば，合唱をはじ

めとする音楽活動にゴールはない。求める理想像は

考えられるが，もし，その理想像に到達したとして

も，さらに高次な理想像が見えてくる。つまり，深
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化すればするほど，さらに高い目標が現れるのであ

る。言い換えれば， Eしい音程・リズムや言葉の意

味を伝えやすい発音などの具体的な目標から，楽曲

の深層に潜む作曲者の心理を解釈して表現するなど

の抽象的な目標へと，次第に求める理想像は高次元

になっていくのである。加えて，論理的に説明しき

れない，もしくは理論を超えた部分や，言葉だけで

は表現できない部分を表出することもある。そのよ

うな点かちすれば，音楽が生徒に与える影響は計り

知れないということができる。

そのために，よりよい合唱表現を求めていくため

の基本的要件として，音楽的技能を身につけること

が重要となってくる。いくら自分の思いや高い目標

をもったとしても，それを表すための音楽的技能が

なければ，表現の広がりや深まりは期待できない。

生徒自身にも手応えが感じられず，向上心の高まり

も期待できない。したがって， E期では何のために

音楽的技能を身につけようとしているのかを理解さ

せるとともに，その音楽的技能を用いてよりよい表

現ができたとの実感や達成感をもたせる必要がある

と考えられる。また， E期では，身につけた音楽的

技能を曲のどの部分でどう利用するかを自ら考え，

判断し，表現に活かすことができるようにしていく

ことが必要と考えられる。ただし，そのことは音楽

的技能を身につけることを偏重することを意味して

いない。必要なのは，年間カリキュラム上からも限

られた時間内で効果的に音楽的技能が向上する指導

法の開発である。

そこで，本研究においては，今年度，これまで筆者

の経験から利用してきた様々な3年間継続した発声指

導をすることによって，どのくらい生徒に発声方法が

定着してきているかを検証する。

図 1 合唱コンクールの様子

m.研究の経緯

本校音楽科では， 2008年度から合唱の指導法開発に

研究の中心をおいている。中でも「基礎的な技能を身

に付けさせるとともに，その必要性を理解させる」こ

とに重点をおき，合唱の授業における効果的な音取り

練習方法の開発に焦点化して研究を推進している。

2010年度は，正しい音程で歌うのが比較的苦手な生

徒数人に聞き取り調査をした。その結果，「自分の声

がわからなしリ「正しい音程がわからないJなどの回

答を得た。そこで，自分の声が自分自身にしっかり聴

こえれば正確な音程で歌えるのではなし、かとし、う仮説

をたて，周波数解析およびアンケート調査を用いて調

査・研究を行った。その結果，自分自身の声を聴くた

めに，手を耳にあてる方法が有効であるとの結果を得

ることができた。

2011年度からは，周波数解析ソフトと生徒アンケー

トを用いて，「比喰的表現を用いたキーワードによる

発声指導jの効果を検証することとした。ただし， 本

校では，発声については高度なものを指導するのでは

なく，基本的な内容を指導している。口の中のことを

あまり細かく指導すると，そのことを気にするあまり，

呼吸が浅くなる傾向が見られたからである。そのため，

呼吸法を中心に指導している。

その比端的表現を用いたキーワードの内容と実際の

ねらいを例にあげると，「内蔵を下げるj は「横隔膜

を意識させるJ，「レモンが縦に1個人るようするJは

「軟口蓋を上げるjなどである。

この方法は，筆者が一般の合唱団において東京混声

合唱団桂冠指揮者である田中信昭氏による合唱指導を

受けた際に提案された方法をもとに，中学生向けに言

い換えたものである。これらの内容を繰り返し継続し

て指導することによって，経験上，生徒は合唱に合う

自然な発声に近づいてくるのである。

本校では10月下旬に合唱コンクールを開催してい

る。そこで，音楽科ではカリキュラムを調整し， 9～

10月に合唱の授業を集中して取り入れ，各クラスが発

表する曲を練習している。そのパート練習や全体練習

の中で，正しい発声で歌えるようにするために，比晴

的表現を用いた指導を取り入れた。そして，その約2

ヶ月後の12月下旬に，指導効果の検証のために調査を

行ったところ， 一定の効果があるという結果を得た。

そこで，今年度の研究では，比晴的表現を用いたキ
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図2 合唱練習の様子

ーワードによる発声指導をはじめとする様々な3年間

継続した歌唱指導をすることによって，どれくらい生

徒に発声方法が定着してきているかを検証することに

した。

W.調査

1 調査時期および対象生徒

先に述べたとおり，本校では毎年10月下旬に合唱コ

ンクール（図 1）を開催していることから，音楽科で

はカリキュラムを調整し， 9～10月に合唱授業（図2)

を集中して取り入れ，各クラスが発表する曲を練習し

ている。そのパート練習や全体練習の中で，正しい発

声で歌えるようにするために，比日食的表現を用いたキ

ーワードによる発声指導等を取り入れた。

そこで， 2012年度の第1学年と， 2014年度の第3学

年，つまり同じ生徒集団を対象に，合唱コンクーノレの

約 2ヶ月後に，指導効果の検証のためにアンケート調

査を行った。

2 アンケート内容

様々な発声方法が生徒に定着しているかを明らかに

今、d，、d

するため，記述式のアンケート調査を実施した。アン

ケート内容は， 1年・ 3年のどちらの時期も同じ内容

とし，比較できるようにした。（表1)

アンケートは指導した内容ごとに，大きく 4つに分

けた。 1は手などの動作を取り入れた指導， 2は専門

用語などを取り入れた指導， 3は比時的表現を取り入

れた指導， 4は歌声をイメージさせるような指導に関

するものである。これらについて，「わかりやすしリ「ど

ちらかと言えばわかりやすいJrどちらかと言えばわ
かりにくしリ「わかりにくしリの4段階で回答させた。

表 1 生徒アンケート

.次の合唱の歌声をより美しくするための様々な

方法や言い方はわかりやすいですか？

1 .手などの動作を取り入れた指導全般

・両手を上下にひっぱって伸ばすような動作

・両手を斜め下に広げるような動作

－片手を鼻の前で水平にする動作（アイーン）

・片手を耳に添える動作

2.専門用語などを取り入れた指導全般

－腹式呼吸

－横隔膜を下げる

・軟口蓋を上げる

・のどと口の中間をあける

］予吾をんゲキ.J）菩テ一一

3.比轍的表現を取り入れた指導全般

－内臓を下げる

－気管支ををベットボトルが入るようにする

・口の中をレモンが縦に1個入るようにする

－あくびの2秒前みたいにする

－おなかの底から息を大きなポンプで送る

ょうlこする

・「かJは fKKKAJみたいに言う

4.歌声をイメージさせるような指導全般

・オペラ歌手みたいな声で歌う

・ロシア人みたいな声で歌う

・ミゲノレ君みたいな声で歌う

※用紙に記載しである次のいずれかにO印

4：わかりやすい

3：どちらかと言えばわかりやすい

2：どちらかと言えばわかりにくい

1：わかりにくい



1.手などの動作を 1年 園・・・・・
取り入れた指導 I 

輔顧輔酷護憲-輔睡眠静｜全般 3年

①両手をよ下に
ひっぱって 1年ーー謹輔購・・i
伸ばすような動作 3年

②両手を斜め下に 1年
広げるような動作

3年

③片手を鼻の前で 1年
水平にする動作
（アイーン） 3年

④片手を耳に
添える動作

1年

3年

薗腫瞬静E
盟国穂暫轄轍．．． 
園田幡鱗鶴田園
満藤酔園

調融．
融制
勝 II

2 :s.万~r:r: 1年薗開問由！
全般 3年国間輔副・・

①腹式呼吸 1年圃圃圃園摺闇睡．． 
3年園田園田輔融制．

②横隔一 1年園田鶴醗園田
3年園田翻鵬・・i

③問を上げる 1年圃輔掴園田 i

3年回融田園園
④のどとロの中聞を1年 園園田輔鵬嘩．． 
制 3年iーー醐轍園1'
⑤鴨川副年 iーー幽醐聞

3年 車鵬置

0% 20% 40%。60% 80% 1α）% 

・4：わかりやすい
3：どちらかと言えぽわかりやすい・2：どちらかと言えばわかり！こくい

I ・1：わかりにくい

I 

3.比轍的表現を 1年 韓奪：品目
思り入れた
指導全般 3年 題！：7：－；這〈

①内臓を下げる
1年 画面画面齢構部・・l
3年 轟頼醸．、

②気管支をペット 1年 盟国E関野摂圃園田
ボトルが入る

I 

ようにする
3年 盟国酢；需特3・・｜

③口の中をレモンが 1年
維に1個入るよう -

にする 3年

④あくびの2秒前
みたいにする

1年

3年

溶い

：品今月vl 
ー斗一一一→
輔勝堅．

躍脚Ill

⑤＝~~~；ふ1 年 ーー臨繍・i
送るようにする 3年ー一一聴静塘・

⑥fかJf;jJKKKAJ 1年 三三士十轍騒．． 
みたいに言う I : I ・ ！ 

年一一一一一齢II
4.歌声をイメージ 1年
させるような指導
全般 3年

JM:笠豆ι ー 1年

みたいな声で歌う
3年

②ロシア人みたいな 1年
声で歌う

3年

③ミゲル君みたいな 1年
声で歌う

3年

蝿闘蝿歯車．． 
醐輔輔展．

0% 20% 相% 60% 8脱 10航

・4：わかりやすい
3：どちらかと言えばわかりやすい・2：どちらかと言えばわかりにくい・1：わかりにくい

※ 回答人数は1年次は76名， 3年次は77名である。質問ごとに， 1年と3年を並べている。

図3 生徒アンケート結果

日ミゲル・ゲレイロ（MiguelGuerreiro）。ポルトガルおよび日本で活動している歌手である。日本では2011年から

消臭剤のCMソング等を歌っている。2011年夏には，日本のCM好感度調査で1位となった。
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v.結果・考察
図3はアンケート調査の結果である。アンケート項

目ごとに第1学年と第3学年を並べて掲載している。

1 手などの動作を取り入れた指導

第1学年・第3学年ともに，「わかりやすしリか「ど

ちらかと言えばわかりやすしリの肯定的な回答が過半

数を上回っている。そして，第1学年からポイントは

高いため，第3学年になってさらに高くなることはな

かった。これらの結果から，動作を取り入れた指導は，

身体の感覚で、つかんで、いくためにイメージしやすく，

比較的早い段階から体得しやすいと考えられる。

2 専門用語などを取り入れた指導

最終的には発声に関して一般的によく用いられてい

る発声指導を理解し体得させるために，発達段階に応

じて少しずつ専門用語を取り入れた指導を行うように

している。ただし，本来，横隔膜自体を自分の意識で

下げることは出来ず，正確には「横隔膜を下げるよう

に周りの筋肉を動かすJであるが，中学生にわかりや

すく「横隔膜を下げる」とした。

また，「軟口蓋」というキーワードは生徒にとって

理解が難しいことと予想される。そこで，比喰的表現

ではないが，生徒にとって比較的わかりやすいと予想

される「のどと口の中間を開ける」という言い方につ

いても調査をした。

結果としては，やはり専門用語が難しかったようで，

全体的にポイントは高いとは言えない。しかしながら，

第1学年より第3学年の方がポイントが高い。発達段

階に応じて，次第に理解してきたものと考えられる。

3 比喰的表現を取り入れた指導

第1学年・第3学年ともに，「わかりやすいjか「ど

ちらかと言えばわかりやすしリの肯定的な回答が過半

数を上回っている。そして，第1学年からポイントは

高いため，第3学年になってさらに高くなることはな

かった。これらの結果から，これまでの研究成果と同

様に，比日命的表現を取り入れることで，生徒がイメー

ジしやすく，比較的早い段階から体得しやすいと考え

られる。

4 歌声をイメージさせるような指導

第1学年よりも第3学年の方が「わかりやすしリか

「どちらかと言えばわかりやすし、jの肯定的な回答が

多い。ただ，個別に見ると，よく使う「オペラ歌手み

たいに歌う」はポイントが高いが，「ロシア人みたい

な声で歌うJはポイントは低い。これは，第1学年時

の反応から，筆者自身が使わなくなったことも影響し

ている。「ミゲノレ君みたいな声で、歌うjも同様である。

5 アンケ｝ト結果の比較

次に，専門用語などを取り入れた指導と比晴的表現

を取り入れた指導とを比較してみる。

まず，「横隔膜Jという専門用語を用いた指導と，

それを比輪的表現にした「内蔵を下げるJとの比較で

ある。本来，横隔膜自体を自分の意識で下げることは

出来ず，正確には「横隔膜を下げるように周りの筋肉

を動かすJであるが，中学生にわかりやすく「横隔膜

を下げるJとしている。結果は，どちらの時期も専門

用語による指導より比晴的表現による指導の方がポイ

ントが高い。また，第1学年より第3学年の方がポイ

ントが高い。初期の指導では，「内蔵を下げるJとい

う言葉に戸惑いをもっ生徒がいたと実感していたが，

継続した指導を行うことで次第に理解したためと考え

られる。

次に「軟口蓋Jとし、う専門用語を用いた指導と，そ

れを比轍的表現にした「口の中をレモンが縦に1個入

るようにする」との比較である。ただ，「軟口蓋Jと

いうキーワードは生徒にとって理解が難しいことと予

想される。そこで，比輸的表現ではないが，生徒にと

って比較的わかりやすいと予想される「のどと口の中

間をあける」という言い方についても調査をした。す

ると，どちらの学年も「軟口蓋Jよりも「のどと口の

中間j，「のどと口の中間j よりも「口の中にレモンj

の方が，生徒にとってわかりやすいとしづ結果を得る

ことが出来た。

そして，「子音をハッキリJという指導と，それを

より具体化した「『か』は 『KKKA』みたいに言う」

との比較である。結果は，どちらの時期も高いポイン

トであるが，第1学年では専門用語，第3学年では比

日食的表現による指導の方がポイントが高い。これは，

実際の授業での反応から推測するに，「子音j という

言葉を理解していれば容易に理解できるが，第3学年

の方がより表現を工夫しようと考え，細部にわたって

具体的な指示を求めるようになったのではなし、かと考

えている。比日食的表現を用いた方が実際にどう歌った

らよし、かイメージしやすいからと考えられる。

6 総合的な考察

これらの結果から，これまでと同様に，手などの動
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作を取り入れた指導や，比日食的表現を用いた指導は，

わかりやすくイメージしやすいと考えている生徒が多

く，発声方法の獲得に効果的であると考えられる。

また，継続して発声指導することによって，生徒に

よりよい発声方法が定着してきている。さらには，発

達段階に応じて，少しずつではあるが専門用語による

指導と結び、ついてきているのではなし、かと考えられ

る。

これらのことは，筆者が実際に指導している中でも

実感している。はじめは，様々な比喰的表現を用いた

り，動作を取り入れたりして指導しているが，学年が

上がるにつれて，少しずつ専門用語を用いて意味を説

明するようにしている。すると，何か一つの比轍的表

現を用いたり，時には専門用語だけでの指導をしても

声が変わってきた。また，第3学年では，多くを言わ

なくてもはじめから基礎的な発声法を用いて歌ってい

る。そして，合唱を聴いた他の教員や保護者からも第

3学年の合唱について，「3年生になると声が響いて

いるJf大人の合唱団みたいj 「表現力がすばらしいj

などの言葉をいただいている。

このように，イメージしやすい発声指導をすること

は，生徒が発声方法を体得するのに効果的であるとと

もに，指導を継続することによって定着し，知識とし

ての理解にもつながってくると考えている。

百．おわりに

これまで，誰もが使える効果的な指導法を開発する

ために研究を継続してきているが，やはりその時々の

生徒の声から即時に状況を判断することが不可欠と考

えられる。これは，指導者側に生徒が出した声から状

況を判断できるだけの聴く能力が必要であり，言葉で

表現するのは非常に難しい。言わば職人芸的な部分が

音楽科教育の特性としてあると考えられる。ただし，

状況さえ判断できるようになれば，その対策としてど

のように指導すればよし、かを教授することは可能であ

る。その一つの方法として手などの動作や比端的表現

を用いたキーワードによる指導法があるのである。

今後も，合唱スキルの効果的な指導法を織り交ぜ

ることで技能の向上をめざすとともに，生徒の状況

に合わせて発問や指示を工夫することで，よりよい

表現をめざして生徒が主体的に技能を活用して歌唱

表現できるよう指導法を検討していくことが求めら

れる。

さらには，練習方法や形態の工夫により，生徒の

思考力や判断力が求められる場を増やし，他のパー

トとのかかわりを意識させながら，歌詞の内容や幽

想，声部の役割や全体の響きの調和を感じ取らせ，

曲にふさわしい豊かな表現ができるような指導法の

検討も必要であろう。そのためにも，今後も合唱に

おける効果的な指導法の開発を，実践を通した研究の

中で推進していくことを課題としたい。
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Efti配tiveMethod for Teaching Basic Musical Skills 

-Confirming the E宵ectsof 3-Year Vocal Coaching一

Yoshimasa MA TSUMAE, Yoshi抑制 HAMAMOTO佃 dMayumi恥fiMURA

Abstract. In music classes, it is neces回ryfor students to acquire basic skills so位回tthey can develop the 

ability to express themselves through music. This demands methods of instruction出atallow the effective 

acquisition of musical skills. In白isregard, developing instruction methods for clear vocalization are阿国cularly

important. The present study focused on confirming effective vocal coaching me出o也出roughthe田eof hand 

gestures and figurative key phrases. In the research for白isfiscal year, it was concluded也atthis instruction 

method for vocal coaching conducted over a 3-year period wぉ aneffective way for students to learn 

vocalization. 

Key words :vocal coaching, vocal, figurative key phrョses
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